
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数
美容師 ② 182人 161人
留袖着付け検定 ③ 16人 16人
ヘアケアマイスター ③ 45人 34人
ネイリスト3級 ③ 0人 0人
ジェルネイル初級 ③ 75人 41人
トニータナカアイブロー ③ 13人 13人
ブライダル ③ 62人 45人
プロフェッショナルアーティスト ③ 13人 13人
色彩検定3級 ③ 0人 0人
色彩検定2級 ③ 0人 0人

人 認定フェイシャルエステ ③ 4人 3人
人 認定ボディエステ ③ 4人 3人
人 新パーソナルカラー1級 ③ 12人 12人
％ 新パーソナルカラー2級 ③ 53人 53人

■卒業者に占める就職者の割合 新パーソナルカラー3級 ③ 45人 45人
％

■その他

令和 5

22 名 5.8 ％
令和5年4月  1日時点において、在学者　378名（令和5年4月1日入学者を含む）
令和6年3月31日時点において、在学者　356名（令和6年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.toyoribi.ac.jp

令和5年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
・無料職業紹介所

■主な就職先、業界等（令和5年度卒業生）

進路変更

■中退防止・中退者支援のための取組
クラス担任制による指導、転課程

92.3

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入

入学金免除(４種類)、授業料免除(２種類)、奨学金(４種類)

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象（令和3年4月～）

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
美容業界 （令和5年度卒業者に関する令和6年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
千葉県大会優勝など入賞者16名
全国理容美容学生技術大会関東大会優秀賞など入賞者5名

年度卒業者に関する

・個別面談

■卒業者数　　　　　　　： 182
■就職希望者数　　　　： 172
■就職者数　　　　　　　： 168
■就職率　　　　　　　　 ： 97.7

：

長期休み

■夏　 季：  7月26日～8月25日
■秋　 季：  9月25日～9月30日
■冬　 季：12月26日～1月  7日
■学年末：  3月26日～3月31日

卒業・進級
条件

・法定履修時間(2010時間）
・学科試験
・実技試験

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ・ボランティア

・スポーツ大会、学園祭等の実行委員会・長期欠席
・就職　など

■サークル活動： 無

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学科及び実技試験結果
（100点満点評価、一部選択必修課目4段階評価）

480人 340人 0人 12人 17人 29人

0時間 60時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
2010時間 640時間 0時間 1310時間

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

学科の目的
学校教育法及び理容師法、美容師法に基づき、理容師、美容師の育成に関する専門的な知識及び技術を修得させ、職業若しくは実際生活に必要な能力
の育成と教養の向上を図ることを目的とする。

043-241-5185
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

学校法人東洋理容美容
学園

昭和46年8月1日 柴入　裕一

（電話）

〒260-0033
千葉県千葉市中央区春日2－17－12

衛生 衛生専門課程 美容科
平成6年文部科学省

告示第84号

（別紙様式４）

令和6年7月31日※１

（前回公表年月日：令和5年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

東洋理容美容専門学校 昭和51年4月1日 柴入　裕一
〒260-0033
千葉県千葉市中央区春日2－17－12

（電話） 043-241-5185
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地
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（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、そ
れぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」
「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいい
ます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の者、
留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職者
とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進学
状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同
時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）



種別

①

①

③

③

令和6年7月31日現在
名　前 所　　　属 任期

柴入　裕一 東洋理容美容専門学校 令和5年10月1日～令和7年9月30日（2年）

野村　敏夫 千葉県美容業生活衛生同業組合 令和5年10月1日～令和7年9月30日（2年）

　※委員の種別
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回以上開催する。11月、3月を定期開催時期とし、その他必要に応じて開催する。

（開催日時）

第１回　令和5年11月16日 15:00～17:00

第２回　令和6年  3月25日 15:00～17:00

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を
行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

美容業界における人材の専門性に関する動向や美容業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識・技術・技能について、企業
等からの要請を十分にいかしつつ実践的な職業教育が主体的に実施できるように、授業内容・方法の改善・工夫を行う。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

校長の諮問機関として、教職員及び企業等の役員又は職員その他必要な委員から構成される教育課程編成委員会を設置し、委員会の
意見を活用して教育課程の編成を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

増田　稔 千葉県理容生活衛生同業組合 令和5年10月1日～令和7年9月30日（2年）

宮近　香 東洋理容美容専門学校 令和5年10月1日～令和7年9月30日（2年）

髙橋　さゆり 東洋理容美容専門学校 令和5年10月1日～令和7年9月30日（2年）

茂木　宏太 社団法人一生美容に恋する会 令和5年10月1日～令和7年9月30日（2年）

大峰　浩喜 社団法人一生美容に恋する会 令和5年10月1日～令和7年9月30日（2年）

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

授業科目の担当教員と受入企業の担当者が実習の実施前に打合せを行い、実習内容について確認をするとともに、生徒から担当者へ
企業の諸規定を確認する。実習期間中は、担当教員が受入店舗へ連絡し、学習状況の確認を行うとともに、情報交換を行う。
実習終了時には、実習担当者による生徒の実務記録に評価を踏まえ、担当教員が成績評価を行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
第1回開催では、昨年度協議された令和6年4月開設の「プロフェッショナルコース」の概要についての詳細説明が行われた。理容と美容のダブルライセンス取得、国際ラ
イセンスである「City＆Guilds」のモジュール3の資格取得、経営マネジメント学習の三本柱で、卒業後にはJrスタイリストとして活躍できるような即戦力人材の育成を目指
すものである。初年度のカリキュラム計画、シラバス等も説明し、今後も成果を踏まえて、当教育課程編成会で協議検証を重ね教育効果をあげていく事を確認した。第2
回開催では、タブレット学習導入を中心にICT教育の推進について報告があった。1号館5階の教室にタブレットを固定配置し、教科や実習において、視覚的学習とテキス
トデータ配布により学習効果の向上を図る。導入にあたり教員の研修も随時行うことを確認した。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

美容実習において、より実践的な教育を目的として、美容所て実務実習を行う。管理美容師の資格を有し、適切な指導監督ができる美
容師が、基礎的な技術に習熟し、状況に応じて応用できる基礎的能力を身につけることを目標に指導する。

美容実習
(実務実習)

美容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基
礎的操作を確実に身に付けるとともに、これらの基本操作を適宜組
み合わせて完成させる技術を習得する。
美容所における衛生管理の重要性を認識させ、器具の消毒などの
適切な実施方法を身に付ける。
個々の客の要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的
な技術の基礎を身に付ける。

株式会社シュモレ、有限会社アル
ター、
株式会社JAGARA、株式会社ネオゼ
ロ、
(株)ヴィサージュクリエーション　など
53施設(美容所)



R5．8/6、7
R5．12/27

9時間

R5．9/27 3時間

教務部教員
(中堅者以上・管理者)

「理美容業界の人材育成について」
R5．10/14

関東地区理容師美容師養成施設教
職員研修協議会研修会

教務部教員
(中堅者以上・管理者)

「何故今ベーシックが重要なのか」 R5．10/14
関東地区理容師美容師養成施設教
職員研修協議会研修会

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

教務部教員(全員)
ＩＣＴ教育に向けてのセミナー
（株チエル）

東洋理容美容専門学校後援会主催

教務部教員(全員)
創立70周年記念行事（岩手研修）
「自立した学生の育成」

東洋理容美容専門学校後援会主催

東洋理容美容専門学校教育研修規程に則り、美容における実務を教育内容や方法に反映した教育活動を実践するため、企業と連携し
て、美容における実務に関する知識、技術及び技能並びに、授業及び学生に対する指導力等の修得・向上を目的とする研修等を階層
別、職能別に計画的に実施する。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

対　　　象 内　　　容 期　　　間 連　携　企　業　等

②指導力の修得・向上のための研修等

対　　　象 内　　　容 期　　　間 連　携　企　業　等

教務部教員(初任者)
教育技術研修（令和5年度）　　「教育心
理学」

－
千葉県専修学校各種学校協会主催
新任教員研修会

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

対　　　象 研修主催企業等 頻　　　度

初任者

資格取得、教育基礎に関する研修を主とする
・千葉県専修学校各種学校協会主催新任教員研修会
・公益社団法人日本理容美容教育センター主催資格取得講習
・一般社団法人一生美容に恋する会依頼研修
・その他必要と思われる研修

採用年度から3年目ま
でを目安に研修を終了
する

教務部教員(中堅者)
教育技術研修（令和5年度）　　「教育心
理学」

－
千葉県専修学校各種学校協会主催
新任教員研修会

教務部教員
(中堅者以上・管理者)

講義 －
千葉県専修学校各種学校協会主催
中堅教員研修会

教務部教員
(中堅者以上・管理者)

「学びの理論から考えるこれからの人
材教育」

R5．10/13
関東地区理容師美容師養成施設教
職員研修協議会研修会

教務部教員
(中堅者以上・管理者)

「夢や目標を理解させ共に成長するこ
とに力を尽くす」

R5．10/13
関東地区理容師美容師養成施設教
職員研修協議会研修会

教務部教員

・関東地区理容師美容師養成施設教職員研修協議会主催研修会
・一般社団法人一生美容に恋する会依頼研修
・その他必要と思われる研修

2年に一度
毎年

管　理　者

・関東地区理容師美容師養成施設教職員研修協議会主催研修会
・公益社団法人私学経営研究会主催研修会
・千葉県専修学校各種学校協会主催研修会
・その他必要と思われる研修

毎年
必要時
毎年

中堅者以上

教育内容充実を図る研修を主とする
・関東地区理容師美容師養成施設教職員研修協議会主催研修会
・一般社団法人一生美容に恋する会依頼研修
・その他必要と思われる研修

4年目以降
3年に一度
毎年

②指導力の修得・向上のための研修等

対　　　象 研修主催企業等 頻　　　度

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を
行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係



種別

企業等委員

企業等委員

卒業生

PTA

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標

（２）学校運営 （２）学校運営

（３）教育活動 （３）教育活動

（１）学校関係者評価の基本方針

各種の資料の検証や、学校の諸活動の観察等を通じて、当該年度の学校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の方策に
ついて評価する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集

（８）財務 （８）財務

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守

（４）学修成果 （４）学修成果

（５）学生支援 （５）学生支援

（６）教育環境 （６）教育環境

自己評価の項目別に学校関係者評価委員会で検討を行った。また、委員による授業見学も行い、教育目標と教育活動のチェックをし
た。
学校運営、教育活動、学修成果に目立った問題点は無いと判断した。学生の受け入れ募集に関しては、理容科、美容科ともに定員確保
を要求され、特に理容の広報に注力を求められた。後援会も学生募集の後押しや、後援会主催の教員研修を開催し評価された。次年度
も学校関係者評価の結果を真摯に受け止め、改善と検証を繰り返し行っていく予定である。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

令和6年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献

（１１）国際交流 （１１）国際交流

（３）学校関係者評価結果の活用状況

板垣　守 東洋理容美容専門学校後援会 令和5年10月1日～令和7年9月30日（２年）

仲川　伸雄 東洋理美同窓会 令和5年10月1日～令和7年9月30日（２年）

斉藤　貴三 株式会社マルサン 令和5年10月1日～令和7年9月30日（2年）

内田　美貴 株式会社デイバイデイ 令和5年10月1日～令和7年9月30日（２年）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
基本的な教育組織等に関する情報のほか、教育情報の積極的な公表を通じて、教育の質の確保・向上を図る。また、具体的な教育情報
を分かりやすく公表し、本校の特色ある教育活動を積極的に発信する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 （１）学校の概要

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

URL:　http://www.toyoribi.ac.jp/wp/wp-content/themes/toyoribi/pdf/joho_9b.pdf

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報
を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 （５）様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 （６）学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 （７）学生納付金・修学支援

（２）各学科等の教育 （２）各学科等の教育
（３）教職員 （３）教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 （４）キャリア教育・実践的職業教育

（１１）その他 （１０）その他
（３）情報提供方法

URL:　http://www.toyoribi.ac.jp/about_release/

（８）学校の財務 （８）学校の財務
（９）学校評価 （９）学校評価
（１０）国際連携の状況 なし
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○
関係法規・制
度

美容業に関する法律や制度の意義、内容を
学び、美容師として働く際の社会的責任や
心構えを養います。

１
①
２
①
③

30 1 ○ ○ ○

○ 衛生管理
感染症や衛生管理の知識を習得し、公衆衛
生の重要性を理解するとともに、実際に使
用する器具の消毒方法を学びます。

１
通
２
通

90 3 ○ ○ ○

○ 美容保健
皮膚や毛髪、人体の構造と機能などに関す
る専門知識を、実際の理容技術に関連させ
て理解していきます。

１
通
２
通

120 4 ○ ○ ○

○ 香粧品化学
美容機器や化粧品、薬剤などを正しく安全
に取り扱うために必要な香粧品化学の知識
を学習します。

１
通
２
通

90 3 ○ ○ ○

○ 美容文化論
美容の歴史やファッションの変遷を学び、
デザインや色彩学などを通じて美的センス
と豊かな表現力を養います。

１
通
２
通

60 2 ○ ○ ○

○ 美容技術理論
美容器具の種類や正しい使用方法を理解
し、実践の作業に即して美容の技術理論を
学びます。

１
通
２
通

150 5 ○ ○ ○

○ 美容運営管理
経営管理の理論や接客など、サロン経営に
必要な専門知識を学び、これらを実践する
ための力を身につけます。

１
通
２
通

30 1 ○ ○ ○

○ 美容実習

理論をふまえた上で、カット、シャン
プー、カラーリング、ワインディングなど
基礎から応用まで幅広く技術を身につけま
す。

１
通
２
通

900 30 ○ ○ ○ ○ ○

○ 芸術
優れた芸術作品に親しみ、鑑賞する能力を
身につけ、生涯にわたって芸術を愛好する
心情を育て、豊かな情操を養います。

１
通

30 1 △ ○ ○ ○

○ 外国語
英語の基礎的会話能力を身につけ、語学学
習を通じて外国の文化、生活習慣などに関
する理解を深めます。

１
通 30 1 ○ ○ ○

○ 色彩学
美容師にとって大切な要素である色彩の基
本的理論を学ぶことによって、色彩感覚や
色彩表現を養います。

１
①
②

30 1 ○ △ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（衛生専門課程美容学科）令和5年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○ 接客法
美容業における接客の意義と技術について
具体的事例を挙げながら学びます。

１
通
２
通

60 2 ○ ○ ○

○
トータル・
ビューティー

エステティック、メイク、ネイル、アッ
プ、ブライダルなどトータル・ビュー
ティー技術を習得します。

１
②
２
②

150 5 ○ ○ ○

○ 総合技術
必修課目において習得した基礎技術を基
に、さらに発展させた高度な技術を身につ
けます。

１
③
２
①
②

150 5 ○ ○ ○ ○

○ 国家試験対策

カット、ワインディング、ウェーブの国家
試験課題をマスターし、すべて技術が国家
試験の手順通りに衛生的に行えるようにし
ます。

２
②
③

90 3 ○ ○ ○

○ コース

必修課目において習得した基礎技術を基
に、さらに発展させた高度な技術を身につ
け、それぞれのコースで認定資格取得を目
指します。

２
① 60 2 ○ ○ ○

　　16　科目合計 2010 単位時間(   67 単位)

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付す.

生徒の平素の成績を評価し、かつ学年末において試験の成績及び卒業資格認定
のための課題作業等により認定する

１学年の学期区分  2 期
前期の授業期間  24週

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について ○ その他の方法について △
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